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Locomotive syndrome affects the acquisition of long-term care insurance 

system certification 

【主論文審査結果の要旨 】

著者らは論文において下記の内容を述べている。

【目的】

運動器の障害のために移動機能の低下をきたした状態であるロコモティブシンド

ローム (LS)は要介護状態に影響すると考えられる。しかしながら、 LSがどの程度、

要介護認定 (LTCC)に影響を与えているかについての報告は少ない。本研究では、宮

川 コホー ト研究のデータを用いて、 LS該当者における将来の要介護認定 (LTCC)発

生について縦断的に評価することを目的とした。さらに、運動器障害（関節疾患、転

倒・骨折、脊髄損傷）が原因である LTCC発生において、 LSが独立した危険因子で

あるかを調査した。

【方法】

研究参加時に LTCCを有さない 470人（男性 168人、女性 302人、 平均年

齢 70.7歳） を対象とした。 LSはロコモ 25を用いてロコモなし、ロコモ度 1

~3に分類した。 LTCCは、介護保険制度において要支援 1~2、要介護 1~5 

のいずれかに認定された人と 定 義した。介護が必要 となった主な原因につい

て 、国民生活基礎調査で用いる調査票と同様の選択肢を記載したアンケートを

LTCC受給者の自宅へ郵送し、世帯人で記入 ・返送させ集計した。ロコモ度別

に LTCC 発生をエンドポ イ ントとした生存曲線を作成し、 log-rank検定、

Bonferroni法で検定した。 LTCCを目的変数 、単変量解析で有意となった因子

を説明変数として Cox比例ハザードモデルを用いて多変量解 析 を行った。また、

運動器障害を原因とする LTCC発生を目的変数、単変量解析で有意とな った因



子を説明変数として多変量解析を行った。

【結果】

観察期間の中央値は 6.3年であり 、LTCC発生率は、 LS群で 6.4/100人年、 LSな

し群で 2.0/100人年であった。研究参加時のロコモ度が高い患者ほど、後に LTCCを

発生していた (p<0.001)。LTCC発生の独立した危険因子は、総数の検討ではロコ

モ度 3（ハザード比 2.27)であり、女性での検討では、ロコモ度 2（ハザード比 2.49)、

ロコモ度 3（ハザード比 2.79)であった。運動器障害が原因である LTCC発生にお

いて、ロコモ度 3は独立した危険因子であった（ハザード比 3.89)。

【結論】

ロコモ度 3は運動器障害を要因とする LTCC発生において、独立した危険因子であ

る。特に女性において、ロコモ度が高いほど将来の介護認定発生のリスクが高くなる。

この論文はロコモティブシンドロームと後の要介護認定発生との関連性を示した

論文であり、学術上極めて有益であり、学位論文として価値あるものと認めた。
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